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 要  旨 
高出力で狭いスペクトル線幅を持った波長可変レーザーとして、注入同期パル
スチタンサファイアレーザーがしばしば用いられている。通常、単一波長発振で
用いられるが、最近になって2波長同時発振も可能になってきた。本論文では、さ
らに拡張して多波長発振する事を目的とし、この新しいレーザーシステムの説明
とその特性の評価を行う。 
我々は、光周波数コムをシード光とした注入同期チタンサファイアレーザーを
開発した。図 1 に新しく開発したレーザーシステムの概略を示す。レーザーシス
テムは、三角共振器（共振器長 30 cm、縦モード間隔  1 GHz）で構成される繰り
返し 10Hz のナノ秒パルスチタンサファイアレーザーと中心波長が 777 nm で
160GHz 間隔の周波数コムを形成するシード光からなる。シード光は、1555 nm を
中心波長とするパルス幅 900fs、繰り返し 160 GHz の高繰り返しソリトン光源(古
河電工製)を基本波として、  PPLN 結晶で倍波を取ることで発生させている。周
波数コムの間隔は、単一周波数で発振する二台の DFB レーザーの波長を掃引する
ことで調整可能である。パワーオシレーターの共振器長と周波数コム間隔の双方
を制御することで 160GHz 間隔のシードレーザーの縦モードと 1GHz 間隔パワー
オシレーターの縦モード整合を実現している。  
最後に、開発したレーザーシステムの特性評価を、測定した発振スペクトルと
時間波形により行う。高繰り返しソリトン光源から生成した光周波数コムは、SN
の取れた理想的なソリトン波形を保っている。しかし、シード光である光周波数
コムの第二次高調波は、各周波数成分で偏光特性を持つため、アイソレータを通
ると、直線偏光に戻しきれい成分がカットされ、理想的なソリトン波形から崩れ
てしまった。ただ、発振スペクトルの波形を、OMA で観測したところ、シード
光の波形と殆ど一致した。また、この時のスペクトル幅は半値全幅で 300[GHz]
であった。（図２）次に、SHG 自己相関波形についてもスペクトルの波形が崩れ
ているため、裾野が広がってしまった。この相関幅から、パルス幅を換算すると
1.2[ps]となった。  
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